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１．はじめに		
	 近年，スマートフォンの普及や YouTube など

の自作コンテンツの配信ができるオンラインコ

ンテンツの普及によって物語制作の需要が増加

している．それに伴い，執筆を完結するのが難

しいとされていた物語制作の研究が進められ，

完結率を上げるシステムが開発されている[1]．	

	 この研究は一人または，一貫したコンセプト

を持った集団が物語を完結へ導くためのもので

ある．しかし，リレー小説などの共通した認識

を持たない人たちが共同制作した物語を完結へ

導くための研究は行われていない．	

	 本研究ではオンラインリレー小説を対象とし，

共通の価値観を持つ知人とつながるというソー

シャルネットワーキングサービス(SNS)の特徴を

活かし，物語を共有することによって完結へ導

くための研究を行う．	

	 また，本研究でのリレー小説とは複数人が文

章を追記して創作されるものする．自分の順番

以前の文章の内容を変更できるものや，追記形

式で書かれていても一人が創作したものは本研

究ではリレー小説として扱わないものとする．	

	 本研究ではこれまでに，オンラインリレー小

説をより完結へ導くためのサービスの構築を前

提とし，実際に	 SNS と組み合わせるための調査，

検討を行った．	

	

２．オンラインリレー小説の状態の分類	
	 オンラインリレー小説の状態の分類として，

「完結しているリレー小説」と「完結していな

いリレー小説」の２種類に分類することができ

る．また，「完結していないリレー小説」は感

覚的な分類ではあるが，「継続中」と「未完」

の２種類の状態に分けることができる．この感

覚は「継続中」または「未完」と明記されてい

ない限り現状では明確にすることはできない．	

	 仮に分類が明確になった場合，「未完」の単

独執筆の小説は執筆者が続ける意志を持たない

限り，「継続中」や「完結」になることはない．

しかし，オンランリレー小説が「未完」の場合

は読者が執筆者となるので，物語に興味を持っ

てもらい，執筆のハードルを下げることによっ

て，「継続中」または「完結」へ導くことが可

能になる．		

	

３．オンラインリレー小説サービスの分析	
	 既存のオンラインリレー小説サービスは大き

く分けて「リレー小説を創作するためのサービ

ス」と「リレー小説の創作も可能なサービス」

に分類できる．	

	 次に環境の違いを分類すると「パブリック」，

「プライベート」に分類できる．パブリックに

分類されるサービスは 2 ちゃんねるや，R*STORY

といった公に人が誰でもテキストを書き込める

形式のサービスである．プライベートに分類さ

れるは LINE のトークや，Facebook の Messenger

といった特定の相手または複数人でテキストメ

ッセージを交換することができるサービスであ

る．また，サービスではなく手法ではあるがプ

ライベートとパブリックの中間に分類される

twitter や Facebook などの SNS を利用して執筆

されるリレー小説もある（図１）．	

	
図 1	 サービスの環境の違い	

	

また，既存のオンラインリレー小説サービスの

調査，特徴の分析を行った．	

「参加する小説	ノベル・ノーヴェ	リレー小説

の読書&執筆アプリ」[2]では 1 節あたり 200 文

字までの文字制限があり,全 9 節で完結するよう

になっている.「R*STORY」[3]には節ごとに物語

が分岐できるシステムがあり,さらに分岐した物

語を図で追うことが可能である.また,「KAKEBA」

[4]では起承転結の 4 節で完結するシステムが設
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けられている．	

	 表１では 12 種類のサービスを「文字数の制限

の有無」，「予約システムの有無」，「投稿時

間制限の有無」，「節の制限数の有無」，「完

結の補助になるシステムの有無」，「物語の分

岐システムの有無」の 6 項目からそれぞれの特

徴をまとめた．	

表 1	 サービスの特徴	

	
	

４．リレー小説の分析	
	 表 2 はリレー小説の 20 種類のデータを「サー

ビス名」，「連続した回数」，「文字数（全

体）」，「文字数（一節の平均）」，「文字数

（一節の最大）」，「文字数（一節の最小）」，

「開始年月日」，「終了年月日」，「継続中，

完結」，「参加人数」，「一人の最大話数」，

「一人の最小話数」，「小説を書いた人の順番」	

13 項目に分けて収集した表である．これらのデ

ータを分析した結果，プライベートな環境に属

するサービスの「KAKEBA」の完結率は 83.33%と

他のサービスよりも高い確率で完結しているこ

とがわかった．		

	

５．おわりに	
	 今後の研究予定として，オンラインリレー小

説の「継続中」と「未完」の分類が，感覚的な

分類方法で行われているので明確な分類分けを

行う．	

「KAKEBA」はプライベートな環境のサービスな

ので，パブリックな環境にも存在するリレー小

説の完結率を上げるため，パブリックな環境と

プライベートな環境の組み合わせである SNS を

活用し，リレー小説を完結へ導くための方法を

考察する．	
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表 2	 リレー小説の分析	
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